Japanese Language Program : Extra-curricular Japanese Language Program（April 2013－March 2014） by 濱田 美和
39
１　はじめに
　日本語課外補講は，富山大学に在籍する外国人留学生及び外国人研究者であれば誰でも受講できるプ
ログラムである。日常生活や大学での学習・研究活動に必要な日本語の習得を目指して，初級，中級，
上級の３つのレベル別クラスを開講している。2013年度は，前期（2013年４月～９月）と後期
（2013年10月～2013年３月）にそれぞれ15週間開講した。
　以下，2013年度の日本語課外補講の実施状況について報告する。なお，2005年10月に富山大学
（五福キャンパス），富山医科薬科大学（杉谷キャンパス），高岡短期大学（高岡キャンパス）の３大
学が再編・統合したことにより，富山大学で実施されている日本語課外補講は，五福キャンパスにおい
て国際交流センター（旧留学生センター）が実施するものと，杉谷キャンパスにおいて医学部所属の日
本語・日本事情担当教員が中心となり実施するものとの２つとなったが，本稿では，五福キャンパスで
国際交流センターが実施している日本語課外補講について報告する。
2　受講者
　前期は，初級クラスが５人，中級クラスが19人，上級クラスが16人（うち１人は中級クラスも同時
に受講），計39人が日本語課外補講を受講している。39人の在籍身分別の内訳は，大学院生11人，研
究生10人，特別聴講学生６人，特別研究学生４人，科目等履修生（県費留学生）３人，日本語・日本
文化研修留学生，教員研修生各２人，客員研究員1人となっている。国・地域別の内訳は，中国27人，
ロシア３人，タイ，ベトナム各２人，ウガンダ，チェコ，バングラデシュ，ブラジル，ミャンマー各１
人となっている。また，所属別の内訳は，理工学教育部11人，経済学部10人，人文学部６人，経済学
研究科４人，人間発達科学部，人間発達科学研究科各２人，理学部，工学部，芸術文化学部，人文科学
研究科各１人となっている。
　後期は，初級クラスが11人，中級クラスが10人，上級クラスが31人（うち２人は中級クラスも同時
に受講），計50人が日本語課外補講を受講している。50人の在籍身分別の内訳は，特別聴講学生16
人，大学院生14人，研究生７人，特別研究学生５人，日本語・日本文化研修留学生３人，教員研修
生，科目等履修生（県費留学生）各２人，学部生１人となっている。国・地域別の内訳は，中国35
人，韓国５人，ロシア４人，ウガンダ，キルギス，タイ，フィンランド，マレーシア，ミャンマー各１
人となっている。また，所属別の内訳は，理工学教育部15人，人文学部13人，経済学部７人，人間発
達科学部４人，工学部，経済学研究科各３人，芸術文化学部，人間発達科学研究科各２人，人文科学研
究科１人となっている。
　なお，日本語・日本文化研修留学生，及び，協定校からの短期留学生については，日本語課外補講上
級クラスで開講している科目を，総合日本語コースの科目として受講している（詳細は，総合日本語コー
ス報告を参照）。
　
3　授業担当者
　前期は，センター専任教員３人（加藤扶久美，副島健治，濱田美和），及び謝金講師（日本語研修コー
スとの合同授業については非常勤講師）９人（飯野令子，加藤敬子，高畠智美，中河和子，永山香織，
藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規，横堀慶子）が授業を担当した。後期は，センター専任教員３人
（加藤扶久美，副島健治，濱田美和），及び謝金講師（日本語研修コースとの合同授業については非常
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勤講師）８人（加藤敬子，高畠智美，中河和子，永山香織，藤田佐和子，松岡裕見子，要門美規，横堀
慶子）が授業を担当した。前期，後期ともに濱田美和がコーディネートを行った。
4　授業日程
　前期は2013年４月８日（月）～７月26日（金）を授業期間とした。曜日調整のため，５月１日
（水）と７月16日（火）は月曜日の授業を行い，７月25日（木）は休講とした。後期は2013年10月
９日（水）～2014年２月10日（月）を授業期間とした。12月24日（火）～１月３日（金）は冬季休
業，１月17日（金）は大学入試センター試験準備日のため，休講とした。また，曜日調整のため，11
月６日（水）は金曜日，１月16日（木）は月曜日の授業を行った。
　オリエンテーションは，前期は４月４日（木），後期は10月７日（月）に開催した。専任教員５人
（加藤扶久美，副島健治，田中信之，バハウ・サイモン・ピーター，濱田美和）がオリエンテーション
を行った。オリエンテーションの案内は，国際交流センターのホームページに掲載する他，日本語，英
語，中国語の３カ国語表記で作成したポスターを五福キャンパス内の各学部及び国際交流センター談話
室に掲示し，また，学期初めに発行される国際交流センターニュースの掲示板でも紹介した。国際交流
センターのホームページでは，時間割や授業概要（日本語，英語版を用意）の閲覧，それから，受講申
請書とふりがな入りの時間割もPDFファイルとしてダウンロードできるようになっている。オリエンテー
ションでは，受講希望者一人一人とセンター専任教員が面接し，受講者の日本語の習熟度に応じたクラ
スを紹介し，受講申請書の提出により，登録を行った。ただし，来日時期が遅れる学生等については，
コーディネーターが面接を行った上で，開講期間の途中からの受講も認めた。
5　授業内容
5.1　時間割
　前期，後期ともに週38コマ授業を行った。前期の時間割を表１，後期の時間割を表２に示す。
表1　2013年度前期 日本語課外補講時間割
上級クラス曜 限
月
火
水
木
金
1
2
3
1
2
3
4
1
2
3
1
2
3
1
2
3
表現技術1 (濱田)
漢字1 (高畠)
作文1 (松岡)
会話1 (松岡)
読解Ａ1 (藤田)
読解Ｂ1 (永山)
日本文化1 (中河)
聴解1 (要門)
文法1 (飯野)
中級クラス
文法Ａ (高畠)
文法Ａ (高畠)
漢字 (濱田)
文法Ｃ (濱田)
文法Ｃ (濱田)
文法Ａ (中河)
文法Ａ (中河)
会話 (横堀)
文法Ｂ (副島)
文法Ｂ (副島)
聴解 (横堀)
文法Ｂ (松岡)
文法Ｂ (松岡)
初級クラス
生活日本語 (要門)
生活日本語 (加藤扶)
文法 (加藤敬)
文法 (加藤敬)
聴解 (加藤扶)
文法 (要門)
文法 (要門)
語彙・表現 (藤田)
文法 (高畠)
文法 (高畠)
文字・漢字 (加藤扶)
文法 (横堀)
文法 (横堀)
文法 (永山)
文法 (永山)
会話 (飯野)
＊ 1限8:45～10:15，2限10:30～12:00，3限13:00～14:30，4限14:45～16:15
＊ 網掛けの授業科目は，日本語研修コースとの合同授業
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5.2　初級クラスの授業内容
　前期，後期ともに，月曜日から金曜日まで毎日午前中２コマ連続で「文法」の授業と，午後に「聴
解」，「会話」，「文字・漢字」，「語彙・表現」の授業を各１コマ行った。また，毎日日本語の授業に出席
することが困難な学生のために，「生活日本語」の授業を週２コマ設けた。
　週10コマの「文法」の授業では，『みんなの日本語 初級』Ｉ，II（スリーエーネットワーク）をメイン
テキストとして，１日１課ないしは２日に１課のペースで初級文型の導入及びその定着のための練習を
行った。授業の最初に，『毎日の発音練習』（独自開発教材）を用いた発音練習も適宜取り入れた。
　「聴解」の授業では『みんなの日本語初級 聴解タスク25』（スリーエーネットワーク）を用い，初
級クラス「文法」（『みんなの日本語 初級』）の授業進度に合わせて，聴解練習を中心に行った。
　「会話」の授業では，午前の「文法」の時間に学んだ文法事項を使って，特に話す力を身につけるた
めの応用練習を行った。
表2　2013年度後期 日本語課外補講時間割
上級クラス曜 限
月
火
水
木
金
1
2
3
1
2
3
4
1
2
3
1
2
3
4
1
2
3
表現技術2 (濱田)
漢字2 (高畠)
作文2 (松岡)
会話2 (松岡)
読解Ａ2 (藤田)
読解Ｂ2 (永山)
日本文化2 (中河)
聴解2 (要門)
文法2 (横堀)
中級クラス
文法Ａ (高畠)
文法Ａ (高畠)
漢字 (濱田)
文法Ｃ (加藤扶)
文法Ｃ (加藤扶)
文法Ａ (中河)
文法Ａ (中河)
会話 (横堀)
文法Ｂ (副島)
文法Ｂ (副島)
聴解 (横堀)
文法Ｂ (松岡)
文法Ｂ (松岡)
初級クラス
生活日本語 (加藤扶)
生活日本語 (要門)
文法 (加藤敬)
文法 (加藤敬)
聴解 (加藤扶)
文法 (要門)
文法 (要門)
語彙・表現 (藤田)
文法 (高畠)
文法 (高畠)
文字・漢字 (加藤扶)
文法 (横堀)
文法 (横堀)
文法 (永山)
文法 (永山)
会話 (松岡)
＊ 1限8:45～10:15，2限10:30～12:00，3限13:00～14:30，4限14:45～16:15
＊ 網掛けの授業科目は，日本語研修コースとの合同授業
表３　初級クラス「文法」（『みんなの日本語 初級』）の授業進度
26課～32課試験
33課～38課試験
39課～45課試験
日本語能力試験
旧３級模擬試験
30課～32課
33課～35課
36課～38課
39課～41課
42課～45課
46課～48課
49課～50課
復習
第９週
第10週
第11週
第12週
第13週
第14週
第15週
１課～6課試験
７課～12課試験
13課～18課試験
19課～25課試験
１課～４課
５課～７課
８課～11課
12課～14課
15課～18課
19課～22課
23課～26課
27課～29課
第１週
第２週
第３週
第４週
第５週
第６週
第７週
第８週
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　「語彙・表現」の授業では，午前の「文法」の時間に学んだ語彙や表現をより正確に理解し，正しく
使えるようになるための練習を中心に行った。
　「文字・漢字」の授業では，『ストーリーで覚える漢字300』（くろしお出版）をメインテキストと
して，１日の授業で１課進むペースで，ひらがな，カタカナ，漢字の読み書きの練習を中心に行った。
　週２コマの「生活日本語」の授業では，『Basic Japanese for Students はかせ』〈1〉（スリーエー
ネットワーク）をメインテキストとして，週2回の授業で１～２課進むペースで初級文型の導入及び会
話力を伸ばすための練習を中心に行った。
　なお，前期については，月曜２限と木曜2限に開講予定だった「生活日本語」を，高岡キャンパスか
らの受講者のスケジュールにあわせて，火曜３限と４限に変更した。そして，同じく後期についても，
月曜２限に開講予定だった「生活日本語」を高岡キャンパスからの受講者のスケジュールにあわせて，
水曜２限に変更した。
5.3　中級クラスの授業内容
　前期，後期ともに，午前中は週２日「文法Ａ」，週２日「文法Ｂ」，週１日「文法Ｃ」の授業をいず
れも２コマ連続で行い，午後に「聴解」と「会話」と「漢字」の授業を各１コマ行った。
　「文法Ａ」の授業では，『ジェイ・ブリッジ』（凡人社）をメインテキストとして，５日（９コマ）の
授業で１課進むペースで，初級の文型や表現を整理，復習するとともに，中級の文型や表現を導入し，
それらを大学生活で遭遇する場面や様々なトピックに合わせて，運用できるよう談話練習なども行っ
た。
　「文法Ｂ」の授業では，『日本語中級Ｊ301』，『日本語中級Ｊ501』（スリーエーネットワーク）
をメインテキストとして，『日本語中級Ｊ301』は１日（２コマ）の授業で1課進むペース，『日本語
中級Ｊ501』は２日（４コマ）の授業で1課進むペースで，それぞれ中級の語彙や文法事項を導入し，
主に読解の力を伸ばすための練習を行った。
　「文法Ｃ」の授業では，『中級へ行こう』（スリーエーネットワーク）をメインテキストとして，１
日（２コマ）の授業で１課進むペースで，初級文型の確認をしながら，初中級レベルの文型と表現の導
入及び練習を行った。
　「聴解」の授業では，『留学生のためのアカデミック・ジャパニーズ　聴解　中級』（スリーエーネッ
トワーク）等を用い，中級の語彙や表現を確認しながら，聴解練習を行った。
　「会話」の授業では，「文法」の授業でのメインテキスト『日本語中級Ｊ301』，『日本語中級Ｊ501』
を部分的に用いて，話し合いの練習やプレゼンテーションの練習を中心に，大学生活や日常生活で出会
う場面に応じた日本語を使って，適切に話すための練習を行った。
　「漢字」の授業では，『漢字1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOK』Vol.1（凡人社）を使用し，
読み方，書き方及び意味・用法の全体的な指導を行った。初級レベルの漢字の習得が十分にできていな
い学生がいたため，その学生に対しては『ストーリーで覚える漢字300』（くろしお出版）を用いて授
業を行った。
5.4　上級クラスの授業内容
　前期，後期ともに，「読解」の授業を週２コマ，「作文」，「聴解」，「会話」，「文法」，「表現技術」，「日
本文化」の授業をそれぞれ週1コマ行った。上級クラスの授業は，2期連続して受講する学生のため
に，以前から前期と後期で扱うテーマや教材等を変えて対応していたが，2010年度より前期は科目名
の末尾に「１」，後期は「２」を付けて，それぞれの違いを科目名でも表すことにした。ただし，授業
目的や進め方等の授業概要は同じであるため，以下，まとめて報告する。
　「読解」の授業は，「読解Ａ」と「読解Ｂ」の２科目を設けた。「読解Ａ」は，前期は『日本語能力
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試験Ｎ1/Ｎ2 試験に出る読解』（桐原書店），後期は『新完全マスター読解 日本語能力試験Ｎ1』（ス
リーエーネットワーク）をメインテキストとし，発音の指導，表現や文型練習なども取り入れながら読
解練習を行った。「読解Ｂ」は，現代日本社会の問題を扱った新聞記事，文学作品，教養書などの生教
材を利用し，初めに論理構成を把握させ，効率的な読みの練習を心がけた。ブックレポート作成の練習
も行った。
　「作文」の授業では，コンピュータを使用しながら，レポートや論文を書く際に必要となる論理的な
文章の書き方の練習を行った。『留学生のためのここが大切 文章表現のルール』（スリーエーネット
ワーク），『大学・大学院留学生の日本語４  論文作成編』（アルク）等を参考書とし，練習問題等は
電子ファイルで提供した。
　「聴解」の授業では，日本語の聴解教材とあわせて，テレビやラジオ，インターネットなど，様々な
メディアを用いて，大学生活や日常生活に必要な聴解練習を行った。
　「会話」の授業では，ロールプレイ等の会話練習等を通して，大学生活や日常生活で出会う場面，状
況での会話力を伸ばす練習を行った。また，様々なトピックについて日本語で的確に説明・描写する練
習，意見や感想を述べる練習を行った。
　「文法」の授業では，前期は『新完全マスター文法 日本語能力試験Ｎ1』（スリーエーネットワー
ク），後期は『日本語能力試験レベルアップトレーニングＮ1』（アルク）をメインテキストとし，大
学での学習，研究生活に必要な上級レベルの文法・表現について，演習形式で確認した。日本語能力試
験の受験対策もあわせて行った。
　「表現技術」の授業では，目上の人とのやりとりや，不特定多数の人に対して情報発信する際に必要
となる，フォーマルな場で用いられる日本語の表現を確認した後，メールやメモなど日常的・実用的な
文章の書き方やプレゼンテーション・スライドを利用しての口頭発表の練習を行った。
　「日本文化」の授業では，テレビ番組，アニメ映画，漫画，新聞・雑誌記事，自治体広報などの様々
なメディアを使用して，震災と日本，日本の中の外国人，ジェンダー，ポップカルチャーといった視点
から現代日本社会の問題を考えた。
　「漢字」の授業では，『漢字1000PLUS INTERMEDIATE KANJI BOOK』Vol.2（凡人社）を使用し
て，読み方，書き方及び意味・用法の全体的な指導を行った。前の期から継続して受講している学生及
び漢字，語彙能力の高い学生に対しては新聞記事等の生教材を使用してさらなる語彙の拡充を図った。
6　試験
　初級クラス「文法」，「聴解」，「会話」では，７回の定期試験を実施した。定期試験の内容は，筆記試
験，聴解試験，会話試験で，いずれの試験も日本語研修コース初級クラスと同じものを使用した。初級
クラス「語彙・表現」では期末試験を実施し，「文字・漢字」では毎回の授業で確認テストを実施し
た。中級クラスでは，「文法Ａ」は２回の定期試験，「文法Ｂ」は３回の定期試験，「文法Ｃ」は２回の定
期試験，「聴解」は期末試験，「漢字」は毎回の授業での確認テストと２回の定期試験を実施し，「会話」
は授業中に発表を課した。上級クラスでは，「読解Ａ」，「読解Ｂ」，「文法」は期末試験，「漢字」は毎回
の授業での確認テストと２回の定期試験を実施し，「作文」，「聴解」，「会話」，「表現技術」，「日本文化」
は期末レポートあるいは発表を課した。
７　授業評価
　日本語課外補講の受講者に対して，授業内容とカリキュラムに関するアンケート調査を前期と後期の
授業期間中に実施した。授業内容に関するアンケートはクラス別に集計し，カリキュラムに関するアン
ケートは回答者全員分をまとめて集計した。
　授業内容に関するアンケートは，いずれのクラスにおいても，基本的に科目ごとに実施したが，同一
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の教科書（『みんなの日本語 初級』）を使用した科目（初級クラス「文法」，「聴解」，「会話」，「語彙・
表現」）についてはまとめて実施した。
　以下，表４に前期初級クラス，表５に前期中級クラス，表６に前期上級クラス，表７に後期初級クラ
ス，表８に後期中級クラス，表９に後期上級クラスの授業内容のアンケート集計結果をまとめた。授業
内容に関するアンケートでは，中級，上級クラスについては，１人の学生が複数の授業科目に答えてい
るため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は5段階評価で，値が大きいほど良い評点であ
ることを示す。「とてもよかった」を５点，「よかった」を４点，「ふつう」を３点，「あまりよくな
かった」を２点，「ぜんぜんよくなかった」を１点として，その平均点を出したものである。
　カリキュラムに関するアンケート調査は，１人の学生が1回のみ回答することになっている。表10に
前期，表11に後期の結果をまとめた。
　なお，自由記述については一部英語での回答もあったが，筆者が日本語に翻訳した。また，日本語の
表記や助詞等の間違いは修正して掲載した。
表4　前期初級クラスの授業内容についてのアンケート結果（回答者6人）
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった（４人）
よかった（２人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
2．授業のレベル
とてもよかった（２人）
よかった（４人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
3．授業の進度
とてもよかった（４人）
よかった（２人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
4．教科書・プリント
とてもよかった（２人）
よかった（４人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
5．教え方
とてもよかった（２人）
よかった（４人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
6．どのぐらい出席したか
80％～100％（６人）
60％～80％（０人）
40％～60％（０人）
・新しい教材のほうがいいと思います。（文法他）
・教科書はあまりよくないです。詳しい本がもっといいです。『標
準日本語』がもっといいです。（文法他）
欠席した理由
・ 専門の授業やゼミがあったから（０人）
・ アルバイトがあったから（０人）
・ 病気のため（０人）
4.7
4.3
4.7
4.3
4.3
－
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表5　前期中級クラスの授業内容についてのアンケート結果 (回答者31人)
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった（21人）
よかった（10人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
2．授業のレベル
ちょうどよかった（20人）
よかった（10人）
ふつう（１人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
3．授業の進度
ちょうどよかった（18人）
よかった（10人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（２人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
無回答（１人）
4．教科書・プリント
とてもよかった（17人）
よかった（13人）
ふつう（１人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
5．教え方
とてもよかった（24人）
よかった（７人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
6．どのぐらい出席したか
80％～100％（29人）
60％～80％（１人）
40％～60％（１人）
20％～40％（０人）
0％～20％（０人）
7．予習・復習をしたか
かなりした（15人）
すこしした（16人）
ぜんぜんしなかった（０人）
・もっと自分で発表するほうがいいと思う。（会話）
・遅すぎた。（会話）
・遅すぎた。もっと速いほうがいいと思う。（聴解）
欠席した理由
・ 専門の授業やゼミがあったから（２人）
・ アルバイトがあったから（０人）
・ 病気のため（０人）
・ その授業に興味がなかったから（０人）
・ その他（１人）：一時帰国
4.7
4.6
4.3
4.5
4.8
－
－
20％～40％（０人）
0％～20％（０人）
7．予習・復習をしたか
かなりした（５人）
すこしした（１人）
ぜんぜんしなかった（０人）
・ その授業に興味がなかったから（０人）
・ その他（０人）
－
その他
・ 日本語の力をもっとつけるためには，もっと授業時間が多いほうがいいと思う。(生活日本語)
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表6　前期上級クラスの授業内容についてのアンケート結果 (回答者42人)
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1. 授業内容
とてもよかった（26人）
よかった（16人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
2. 授業のレベル
ちょうどよかった（31人）
よかった（11人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
3．授業の進度
ちょうどよかった（25人）
よかった（17人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
4．教科書・プリント
とてもよかった（23人）
よかった（19人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
5．教え方
とてもよかった（31人）
よかった（11人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
・先生の授業が面白いです。説明もはっきりし，いろいろなことを
勉強しました。（読解Ａ）
・読解の授業はとても面白かったです。日本語能力もアップしたと
思います。（読解Ｂ）
・楽しかったです。（聴解）
・様々なビデオを見て，体験をして，日本語だけではなくて，日本文
化について知識が深くなりました。（聴解）
・ビデオとか資料とかいろいろ用意してくださって，ありがとうご
ざいます。（聴解）
・役に立ったと思う。（会話）
・日本語で表現することが上達し，とても勉強になりました。（会
話）
・メールの書き方はとても役立ちました。（表現技術）
・敬語の使い方は役に立つと思います。（表現技術）
・いろいろなことは現在の日本を描いていたのでおもしろかったと
思う。（日本文化）
・日本文化についていろいろ勉強になりました。授業内容が興味深
かったです。（日本文化）
・上級に相当する。（読解Ａ）
・大学院入試とＮ1試験のために，読解のクラスに申し込みました。
レベルがあまり高くないレベルからだんだん上がってきた。よかっ
たと思います。（読解Ａ）
・特にビデオの内容は上級レベルに相当します。（聴解）
・いろいろ日本文化についての勉強をした上で，聴解の能力も高め
られました。（聴解）
・新しい言葉を教えてもらって，参考になった。（日本文化）
・上級のレベルのためにたくさん練習した。よかったと思う。（読解
Ａ）
・様々な練習をしてよかった。（聴解）
・もう少し速いほうがいいと思います。（聴解）
・『Ｎ1・Ｎ2読解』という教科書は難しいと思う。（読解Ａ）
・わかりやすいプリントをもらいました。（聴解）
・NHKとか日本の歴史についてのビデオがあったのでよかった。（聴
解）
・わからないところがあったら，先生はうまく説明してくれた。（読
解Ａ）
・困ったことがあったら，先生からすぐに詳しい説明をもらいまし
た。（聴解）
・先生が私たちのわからない単語とかをちゃんと説明してくれまし
た。よかった。（聴解）
4.6
4.7
4.6
4.5
4.7
その他
・教科書全部勉強してほしいです。（文法Ａ）
・文法Ｂの勉強を通して，いろいろな文法，ことばがわかるようになってきた。日本語のレベルアップのためにと
てもいいクラスです。（文法Ｂ)
・このクラスでの勉強を通して，聞く能力のレベルが高くなってきた。とてもいいクラスですね。（聴解）
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6．どのぐらい出席したか
80％～100％（26人）
60％～80％（６人）
40％～60％（５人）
20％～40％（５人）
0％～20％（０人）
7. 予習・復習をしたか
かなりした（16人）
すこしした（23人）
ぜんぜんしなかった（３人）
欠席した理由
・専門の授業やゼミがあったから（６人）
・アルバイトがあったから（４人）
・病気のため（16人）
・その授業に興味がなかったから（０人）
・その他（０人）
・テキストについて毎回テストのようなものをしていました。予習
しないほうがいいと思います。（読解Ａ）
・この聴解の授業が私の日本語の聞く能力を伸ばしました。（聴解）
・敬語についてとても勉強になりました。(表現技術）
－
－
表7　後期初級クラスの授業内容についてのアンケート結果（回答者8人）
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった（６人）
よかった（２人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
2．授業のレベル
とてもよかった（６人）
よかった（２人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
3．授業の進度
とてもよかった（４人）
よかった（４人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
4．教科書・プリント
とてもよかった（７人）
よかった（１人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
・とても便利です。（文法他）
4.8
4.8
4.5
4.9
その他
・母語と日本語の違いが非常に大きいから，私には日本語の読解が難しかった。前期の間にがんばって，レベルを
上げ，読解の能力を伸ばしたいと思う。（読解Ａ）
・練習をたくさんしたいです。練習のプリントがほしいです。覚えやすい練習がしたいです。（文法）
・とても親切な先生です。私は来日したばかりのとき，自分の日本語のレベルを疑いました。とても緊張していま
した。先生に助けてもらって，良い印象が残りました。（聴解）
・私は今年の4月に来日して，うまく日本語で会話ができませんでした。今は，たくさんのことを勉強し，日本語
能力がアップしました。（会話）
・私は漢字がとても好きですが，留学する前にたくさん困ったことがありました。漢字クラスを選んで，たくさん漢字
を覚えて，自分の日本語能力がアップしたと思います。漢字がもっと好きになりました。（漢字）
・この一年間お世話になりました。この授業を二回取って，いろいろ勉強になりました。本当にどうもありがとう
ございました。（表現技術）
・私は来日したころ，敬語がよくわかりませんでした。しかし，今，能力がアップしたと思います。（表現技術）
・とても勉強になりました。（表現技術）
・この授業で，日本文化を様々な角度から勉強してきました。知識のほか，クラスメートとよく議論したり，自分の
意見を皆の前で発表したりして，この面での能力を伸ばしてきました。本当にありがとうございました。（日本文化）
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その他
・ アートのことばが勉強したかった。（生活日本語）
・ 先生はいいです。クラスは楽しかったです。（文法他）
・ 天気が悪いとき，雪が降ります。学校へ来るのは難しい。（文法他）
・ 日本の漢字は難しい。（文字・漢字）
・ 富山大学の日本語の授業はいいです。（文字・漢字）
5．教え方
とてもよかった（７人）
よかった（１人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
6．どのぐらい出席したか
80％～100％（５人）
60％～80％（３人）
40％～60％（０人）
20％～40％（０人）
0％～20％（０人）
7．予習・復習をしたか
かなりした（４人）
すこしした（４人）
ぜんぜんしなかった（０人）
・とても思いやりがある。（文法他）
・先生は全員親切で，楽しい。やさしい。（文法他）
・先生はよかった。（文字・漢字）
欠席した理由
・専門の授業やゼミがあったから（５人）
・アルバイトがあったから（０人）
・病気のため（４人）
・その授業に興味がなかったから（０人）
・その他（０人）
・日本語は少し難しい。(文法他)
4.9
－
－
表8　後期中級クラスの授業内容についてのアンケート結果 (回答者16人)
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1．授業内容
とてもよかった（12人）
よかった（４人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
2．授業のレベル
ちょうどよかった（11人）
よかった（３人）
ふつう（２人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
3．授業の進度
ちょうどよかった（12人）
よかった（３人）
ふつう（１人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
・先生は日本社会や習慣などいろいろ教えてくれましたので，
楽しかったです。(文法Ａ）
・おもしろいです。(文法Ａ）
・おもしろかったです。(会話)
・どのクラスも楽しみ，いつも次のクラスが楽しみでした。
日本語で会話するのはとても良い経験でした。このクラス
を受けられなくなるのが残念です。(会話)
・文法やことばを間違えると，すぐ先生に直してもらえまし
た。とてもいい勉強になりました。日本語が上手に話せる
ようになりました。(会話)
・日本語を聞いてから，理解できるように教えていました。
とても役に立ちました。(聴解)
・このクラスは，日本や日本文化についてたくさん学んだの
で，とても役に立ちました。日本での生活が楽になりまし
た。本当にありがとうございます。(聴解)
・文法の部分はちょっと遅かったですが，話すことに役に立
ちます。（文法Ａ）
・はじめはちょっと難しかったから大変でしたけど，今はこ
れがむしろよかったと思います。ありがとうございます。
（文法Ａ）
・日本人が言っていることを聞くことができる。（会話）
・よかったと思う。（会話）
4.8
4.6
4.7
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4．教科書・プリント
とてもよかった（10人）
よかった（５人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（１人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
5．教え方
とてもよかった（16人）
よかった（０人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
6．どのぐらい出席したか
80％～100％（15人）
60％～80％（１人）
40％～60％（０人）
20％～40％（０人）
0％～20％（０人）
7．予習・復習をしたか
かなりした（８人）
すこしした（８人）
ぜんぜんしなかった（０人）
・あまりよくなかった。新しい教科書を使ったほうがいいと
思います。（文法Ｃ）
・自由に意見を話させたり，問題を聞いたりしていました。
とてもやさしい先生方です。（文法Ａ）
・私は先生の教授スタイルが好きです。クラスにやる気を起こ
させるので，より積極的に参加するようになります。（会話）
・雰囲気がとてもよかったです。積極的に勉強させました。
（会話）
欠席した理由
・専門の授業やゼミがあったから（１人）
・アルバイトがあったから（０人）
・病気のため（７人）
・その授業に興味がなかったから（２人）
・その他（３人）
4.5
5.0
－
－
表9　後期上級クラスの授業内容についてのアンケート結果 (回答者60人)
質問項目（回答者数） 評点 自由記述
1. 授業内容
とてもよかった（34人）
よかった（26人）
ふつう（０人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
・文章についての知識を詳しく教えていただけるといいと思
います。(読解Ａ)
・いい勉強になりました。(読解Ａ)
・この授業を通して日本文化についてよくわかってきました。
(読解Ｂ)
・文法の授業は本当に役に立つ大変面白い授業です。(文法)
・とてもＮ1の試験に役に立つと思います。(文法)
・先生は毎回充実した内容を準備してくださって，いろいろ
勉強になったと思います。初めは，レポートの書き方すら
わからなかったんですが，先生の指導のおかげで，レポー
トが型になってきました。(作文)
・本格的なレポートを書く技術を学びました。これはよかっ
たと思います。(作文)
・ニュースなど見せていただき，よかったです。(聴解)
・ビデオはとてもおもしろかったと思います。多くの新しい
ことを知りました。（聴解）
・授業で日本語を話す機会が十分に与えられました。それは
よかったと思います。（会話）
・表現技術の授業で敬語の練習をした知識は将来に役に立つ
と思う。本当にありがとうございました。（表現技術）
・先生のおかげで日本語の敬語の知識の特徴を身につけられ
ました。大変いい勉強になりました。文法だけでなく日本
のことを教えてくださってありがとうございます。（表現技術）
・日本文化の授業のおかげで日本人の考え方がもう少しわか
るようになったかもしれません。（日本文化）
・テーマに関するビデオを見てよかったと思う。（日本文化）
4.6
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2. 授業のレベル
ちょうどよかった（39人）
よかった（19人）
ふつう（２人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
3．授業の進度
ちょうどよかった（36人）
よかった（17人）
ふつう（７人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
4．教科書・プリント
とてもよかった（41人）
よかった（17人）
ふつう（２人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
5．教え方
とてもよかった（50人）
よかった（９人）
ふつう（１人）
あまりよくなかった（０人）
ぜんぜんよくなかった（０人）
・「日本文化」としての授業から，いろいろな日本の文化を
理解させてもらった。本当にいい授業です。（日本文化）
・DVDの番組の内容がおもしろくて勉強になった。（日本文化）
・思っていた日本文化という授業とは違う。（日本文化）
・日本の文化について，より深く理解させられた。（日本文化）
・チームワーク，グループ練習でiPad，カードを使ったりしたから，
漢字も覚えやすくて，グループのワークもよくなりました。（漢字）
・Ｎ1に合格すると思う。（読解Ａ）
・私の日本語レベルにちょうど合っている。（読解Ａ）
・先生がシャトルカードを配って，返事をしますので，何か
疑問があったら，すぐ答えをもらいます。（文法）
・私にとって時々速すぎた。（表現技術）
・復習するためにだいぶ時間があって，よかったです。（日本文化）
・私にとって時々速すぎた。（漢字）
・教科書の内容と練習はとてもＮ1のレベルに対応していると
思います。（読解Ａ）
・教科書の課題はＮ1に近いと思うので，この試験を受ける時
に役に立つと思います。（読解Ａ）
・とても役に立った。（読解Ｂ）
・毎回ファイルをメールからダウンロードしても，筋はちょっ
と混乱します。テキストみたいなものがあったらよかった
と思います。（作文）
・毎回丁寧にプリントを配ってくれて，ありがとうございます。（聴解）
・プリントの中に説明があり，わかりやすい。（聴解）
・ときどきすばらしいプリントがあった。（日本文化）
・DVDとかでいろいろな番組を見たり，議論するのはふさわ
しいと思っている。（日本文化）
・教科書以外も教材があってよかったです。（漢字）
・読解に現れた用語をきちんと解釈してくれた。読解力が向
上するとともに，ほかの知識も少しずつ身につくようになっ
た。（読解Ａ）
・授業をするとき，皆さんと一緒に円形で座ることによって，
かなり集中できるようになりました。（読解Ａ）
・難しい言葉をわかりやすくしてくださって，ありがとうご
ざいます。（読解Ａ）
・分かりやすく説明したり，１人１人の学生の能力にふさわ
しい方法を選んで授業をしてくれた。コミュニケーション
のいい先生です。（作文）
・説明した内容はとても理解しやすいと思います。（作文)
・毎回の授業で，丁寧に教えてくれて，ありがとうございます。最
後のレポ トーの授業は今後の勉強に役に立つと思います。（作文）
・何かあったら，すぐに詳しい説明をしてもらった。（聴解）
・わかりやすく説明したり，１人１人の意見を大切にする先
生です。グループに分かれての教え方。（日本文化）
・話す機会が結構あったと思う。グループごとに議論するこ
とが好きだ。（日本文化）
・完璧!!!（漢字）
4.6
4.5
4.7
4.8
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6．どのぐらい出席したか
80％～100％（53人）
60％～80％（６人）
40％～60％（０人）
20％～40％（１人）
0％～20％（０人）
7. 予習・復習をしたか
かなりした（26人）
すこしした（34人）
ぜんぜんしなかった（０人）
欠席した理由
・専門の授業やゼミがあったから（３人）
・アルバイトがあったから（０人）
・病気のため（15人）
・その授業に興味がなかったから（０人）
・その他（３人）：旅行 （１人）
・宿題があまりないので，気軽に授業を受けることができま
す。（読解Ａ）
・ほとんど毎回宿題があるので，新しいものを勉強しながら，
勉強したものを復習します。（文法）
・毎週もらったワークシートがわかりやすくて，各授業の内
容を復習するために役に立った。（漢字）
－
－
その他
・教科書の問題を完成させるだけでなく，文章の構成とか，重要な言葉とかを詳しく説明していただくとよかった
と思います。（読解Ａ）
・Ｎ1を受けるために，とてもいい授業だと思います。また，先生の教え方はとてもわかりやすかったので，いい
勉強になりました。どうもありがとうございました。（読解Ａ）
・読解Ｂの授業のおかげで，私は読む能力を伸ばしただけでなく，様々な分野における知識も広がったし，発表の
能力もついたかもしれません。（読解Ｂ）
・前期と後期に読解Ｂを選んで，先生のおかげで読解能力が向上した。（読解Ｂ）
・そろそろ帰国日が近づいています。先生，いろいろお世話になりました。ありがとうございました。（聴解）
・この間，様々なことを教えてもらって本当にありがとうございます。特に，敬語の使い分けがわかるようになっ
たことが最も大きい収穫でした。（表現技術）
・日本文化の授業が私にとって日本の生活の分野を広げるものとなった。いろいろなテーマについて話して，日本
人の性格がわかるようになった。(日本文化）
・私はもともと漢字がとても苦手だったので，漢字の授業前にはいろいろな心配があったが，この授業時間のおか
げで，以前より多くの漢字がわかるようになりました。（漢字）
・私は漢字に深く興味があるので，毎週漢字の授業で勉強するだけでなく，楽しんでいました。この1年の留学期
間中，本当にありがとうございました。（漢字）
・漢字の授業は好きな授業の1つになりました。そして，そのおかげで漢字の知識が増えたと思います。（漢字）
表10　前期のカリキュラムについてのアンケート結果 (回答者22人)
１．日本語課外補講をどこで
知ったか（複数回答）
２．授業科目数の希望
３．授業科目の希望
４．来期の授業時間帯の希望
オリエンテーション出席者(14人) ・オリエンテーションの掲示を見た(2人)
 ・学部の教員にきいた(1人)
 ・留学生センターの教員にきいた(9人)
 ・友だちにきいた(2人)
オリエンテーション欠席者(6人) ・学部の教員にきいた(1人)
 ・留学生センターの教員にきいた(2人)
 ・友だちにきいた(1人)
 ・その他(2人)：インターネットで調べた
今のままでいい(19人) ：初級3人，中級12人，上級4人
多くしてほしい(2人) ：初級（文法他）2人…会話
少なくしてほしい(1人) ：中級1人…文法Ｃは簡単だ
今のままでいい(20人) ：初級3人，中級13人，上級4人
新しい科目を作ってほしい(2人) ：初級2人…見学
専門の時間割がわからないのでこたえられない(10人) ：
 　初級2人，中級5人，上級3人
午前1・2限(5人)  ：初級1人，中級4人
午後3・4限(4人)  ：初級1人，中級3人
いつでもいい(1人)  ：中級1人
その他(2人) ：初級2人…帰国します。／昼休み
その他
・日本人と留学生の対話があれば，留学生はもっと日本語力に自信が持てるようになると思う。（初級　生活日本語）
・全部よかったから，何も変える必要はありません。（上級）
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１．日本語課外補講をどこで
知ったか（複数回答）
２．授業科目数の希望
３．授業科目の希望
４．来期の授業時間帯の希望
オリエンテーション出席者(10人) ・学部の教員にきいた(3人)
 ・国際交流センターの教員にきいた(3人)
 ・友だちにきいた(2人)
 ・無回答 (2人)
オリエンテーション欠席者(3人) ・学部の教員にきいた(2人)
 ・無回答 (1人)
今のままでいい(12人)  ：初級5人，中級5人，上級2人
多くしてほしい(1人)  ：中級1人
今のままでいい(11人)  ：初級5人，中級4人，上級2人
新しい科目を作ってほしい(2人) ：中級2人
専門の時間割がわからないのでこたえられない(5人) ：初級2人，中級3人
午前1・2限(2人)  ：初級1人，中級1人
午後3・4限(1人)  ：中級1人
いつでもいい(2人)  ：初級2人
その他(3人) ：初級1人，上級2人…帰国します。
その他
・ 教科書や教材や教授法がよかった。そして，先生もよく，思いやりがあった。全体的にとてもいい日本語プログ
ラムだった。（初級）
・ 文法Ｂの教科書は古いから，新しい教科書を使ったほうがいいと思います。（中級）
・ 楽しかったです。（中級）
表11　後期のカリキュラムについてのアンケート結果 (回答者13人）
　まず，各クラスの授業内容に関するアンケート結果については，全体の８割以上が4.5点以上となっ
ており，概ね良い評価を得ていると言ってよいだろう。
　数は少なかったが，今後のコース改善に向けての検討材料とするために，「あまりよくなかった」，
「全然よくなかった」という回答を詳しく見ておきたい。「よくなかった」という回答は，前期につい
ては中級クラスの授業進度で，後期については中級クラスの教科書で見られた。
　前期の中級クラスの授業進度については，「聴解」と「会話」でそれぞれ「あまりよくなかった」と
いう回答者が１人いた。いずれも遅すぎたことを理由に挙げていた。後期の中級クラスの教科書につい
ては，「文法Ｃ」で「あまりよくなかった」という回答者が１人いた。新しい教科書を使ったほうがい
いという意見を述べていた。少数意見ではあるが，今後のアンケート結果も見ながら対応について検討
していきたい。
　次に，カリキュラムに関するアンケート結果を見ると，日本語課外補講に関する情報は，教員や友人
からきいたという回答が多かった。授業科目数や内容については「今のままでいい」という回答がいず
れの期も最も多かったが，初級クラスと中級クラスで授業科目数を多くしてほしい，新しい科目を設け
てほしいという要望が見られた。授業科目数を少なくてほしいという回答者が前期の中級クラスで１人
見られ，「文法Ｃは簡単だ」と述べていたが，これは中級クラスの授業科目の選択方法，あるいは，初
級クラスから中級クラスへの橋渡し的な科目として設けた「文法Ｃ」の授業内容を学生がよく理解でき
ていなかったためだと思われる。「文法Ｃ」は2013年度前期から新たに受講できるようになった科目
で，学生への周知が不足していたようである。オリエンテーション等での周知に努める必要がある。最
後に，授業時間帯については，「専門の時間割がわからないのでこたえられない」という回答が最も多かっ
た。午前と午後では午前を希望する学生のほうが若干多かったが，午後を希望する学生も一定数いた。
8　おわりに
　2013年度からこれまで日本語研修コースの学生のみを対象としていた中級クラス「文法Ｃ」，「漢字」
を日本語課外補講の学生も受講できるように変更した。これによって，長年中級クラスの課題となって
いた，受講者の日本語の習熟度や専門分野によるニーズの違いへの対応を一歩進めることができた。大
学として留学生の受入れを推進する中，日本語課外補講では今まで以上に多様な留学生への対応が求め
られることになるだろう。今後も継続的に授業アンケートを実施して学生のニーズの把握に努めるとと
もに，ほかの日本語プログラムとの調整を図りながら，より良いコース運営のありかたを探っていきたい。
